最強のコンビニを作るためには
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利用者のニーズに応える新しいコンビニを提案する
私は以前からコンビニの中でもローソンをよく利用している。からあげクンが売られているのも理由の一つだ。そのため今回はローソンをベースにテーマについて考えてみた。テーマに記述されている「利用者のニーズに応える」について考えていくため、ローソンのメリットとデメリットを普段から頻繁に利用しているSさんとYさんにインタビューしてみた。インタビューをしてみた結果、Sさんはメリットを「品ぞろえが良く、どの商品も質がいい」、デメリットを「品数が多く、欲しいものがどこにあるかわからない」と答えてくれた。Yさんはメリットを「家の近くにあるので利用しやすい」、デメリットを「欲しいものがあると思って訪れても結局なかった時がある」と答えてくれた。
私はSさんとYさんのローソンのデメリットを比較したとき、どちらも「自分が欲しているものが手に入れづらい」という点で共通していた。そこからSさんとYさんの顕在的ニーズは「商品をもっと見やすくしてほしい」だと考えた。商品が見つけやすくなることによってコンビニでの買い物が楽になるため、よりコンビニが便利だと感じると考えた。そこから潜在的ニーズを「より買い物がしやすいコンビニが欲しい」だと考えた。SさんとYさんの顕在的ニーズと潜在的ニーズを踏まえて「買い物を楽にさせるために品数を減らしてしまうとローソンのメリットが一つ無くなってしまう」、「コンビニの中は狭いため新たなサービスを店内に設置しづらい」、「各地域によって商品の種類が異なる」の三点を課題と捉えた。
　私は潜在的ニーズや課題を踏まえてコンセプトを「コンビニを利用する人向けにより快適に買い物ができるようなコンビニをつくる」に決めた。具体的に「欲しい商品がどの店舗で売られているか検索できるアプリ」と「各地域のコンビニの商品の在庫状況を確認できるアプリ」の二点をプロダクトだと考えた。どちらもアプリであるため買い物をする前に利用することができ、欲しい商品が無かったなどの手間がかからない。また、店舗内に設置する必要が無く、欲しいものがどこにあるか把握できるため、効率的にコンビニで買い物ができる。
　これらのサービスを実際に実施することによって、顧客の回転率が上がり、現在どの商品に需要があるかなど把握しやすくなると考えた。またこれらのサービスはローソンのデメリットを解消できる案であると考えているため、顧客が増加しより発展していくのではないかと考えた。
